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【はじめに】近紫外 LEDや青色 LED の光で励起が可能な窒化物蛍光体は白色 LED ランプに用い

られ，蛍光体母体に適した新規窒化物の探索が盛んに進められている．B を含む多元系窒化物で

は，B 原子は[BN2]
3−や[BN3]

6−の孤立した窒化物陰イオン基として構造内に存在するものが知られ

ていたが，最近，Funahashi らは平面 3 配位の BN3三角形と(Al,Si)N4四面体が N 原子を共有して

構成される三次元骨格構造を有する新規窒化物 Sr2-yEuyB2-2xSi2+3xAl2-xN8+x(x≃0.12,y≃0.10)を見出し

た[1]．この蛍光体は紫外・青色光励起で橙色に発光する[2]．本研究では，Sr-B-Al-Si-N 系におい

て BN3三角形と(Al,Si)N4四面体のN原子共有で形成される三次元骨格構造を有する新規窒化物蛍

光体を合成した．この新たな窒化物の単結晶X線構造解析と蛍光発光特性評価の結果を報告する． 

【実験】原料の二元系窒化物粉末を Arガス中で秤量・混合し BNルツボに詰めた後，N2ガス圧力

0.85 MPa，2030 ºC で 4 h加熱した．光学顕微鏡下で得られた試料を観察し，オレンジ色の単結晶

を拾い出した．波長分散型 X 線マイクロプローブアナライザ(EPMA)と飛行時間型二次イオン質量

分析装置(TOF-SIMS)で単結晶の組成とホウ素の有無を分析した．さらに，Ｘ線回折強度を測定し

て結晶構造を解析した．初期構造モデルは直接法により導出され，結晶構造パラメータの精密化

は SHELXL-2004 を用いて行われた．また，蛍光分光光度計でオレンジ色単結晶の励起・発光スペ

クトルを測定した． 

【結果と考察】得られた単結晶に波長 400 nmの光を照射したときの光学顕微鏡写真を図 1に示す．

単結晶はサイズが 0.1~0.3 mmの板状晶で，EPMA組成分析で示された Sr : Eu : Al : Siの原子比は

10.4 : 0.6 : 11.4 : 30.1であった．また，TOF-SIMS分析で結晶構造内に Bが含まれていることが確

認された．単結晶からのＸ線回折反射は斜方晶系，格子定数 a=46.7018(20) Å，b=11.6900(5) Å，

c=9.7385(4) Åで指数づけされた．回折像では a軸方向にディフューズな反射が観測された．空間

群を Pmc21とした分割サイトモデルについて結晶構造パラメータを精密化した．構造解析により

求められた単結晶の組成式は Sr10.45Eu0.55B2Al11Si29N59で，EPMA 分析で得られた金属原子比とほぼ

一致した．結晶構造内において MN4(M=Al,Si)四面体と BN3 平面

三角形は頂点 N原子を共有して 3次元網目構造をなしている． 

得られた単結晶粒子を 400 nm の光で励起したところ，ピーク

波長 616 nm，半価幅 106 nmの発光スペクトルが観測された． 
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図 1 単結晶写真 (ex = 400 nm) 
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